
町民目線の施策で選ばれる町に～令和6年12月議会一般質問

寒川町では今、近い将来にやってくる人口減少への対応が重大な課題となっています。日

本全体が少子高齢化の中、町はこれまで転入者の増加で人口も増えてきましたが、状況も変

わり今後は人口減少期に入っていく見込みです。人口減少に歯止めを掛けるためには「この

町に住んで良かった」と思われる施策を実施し、選ばれる町にしていく必要があります。小

泉しゅうすけは１２月議会にて、人口減少への対応について質問や様々な提案を行いました。

若い勤労者への経済的負担の軽減策は
大学に入る際に奨学金を貸与して進学される方は、卒業後に返済が求められるため自由に使え

る金額が少なく、大変な思いをされている例も多いです。企業や自治体による奨学金の返済支援

制度や家賃支援など、町内の企業に勤め暮らす若者への支援制度も検討すべきと訴えました。

保育園や学童クラブの待機児童対策は
子育て世代の方からは、お子さんが保育園や学童クラブに確実に入

所出来る環境を求める声が大きくなっています。そのため移住を呼び

かける上でも、待機児童の解消は欠かせません。寒川町でも現在、待

機児童の解消に取り組んではいますが、まだゼロにはなっていない状

況です。解消のためには場所の確保の問題はもちろん、保育園の保育

士さんや学童クラブの支援員さんの確保が欠かせませんが、常に募集

を行っている状況です。保育士さんや支援員さんの給料を上げるなど

待遇を改善することで、十分な保育環境の整備を求めました。

学校の給食費や学用品など教育に関する費用負担の軽減を
現在の子育てには多額の費用が掛かります。子どもが大学まで通

う場合はトータルで3000万円近い子育て費用が掛かると、政府の

調査結果でも出ております。保育無償化、高校の授業料の無償化、子

どもの医療費の無償化などの取り組みも進みましたが、収入が上が

らない若い保護者の方が子育てをすることはまだまだ大変で、その

ために子どもを産むことを諦める方も多い状況です。少子化を解消し

人口を増やすためには、子育てのための費用を出来るだけ掛からな

くする取り組みが求められます。そこで一部の自治体で取り組みが進

んでいる学校における給食費の無償化や、さらに学用品の無償化な

どの例を取り上げ、費用負担の軽減に取り組むことを訴えました。
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町民センターにて１月２６日（日）１３時よりタウンミーティング＋政策発表会を行いま

す。小泉しゅうすけからは議会や町政の動きなどの報告、そしてこれからの政策についての

発表を、ご来場いただいた皆様からはご意見ご要望などをお気軽に頂ければ幸いです。どな

たでも自由にご参加頂けます。多くの皆様のご来場を心よりお待ちしております。

令和6年12月議会のご報告

寒川町議会では令和６年１２月会議が１１月２７日から１２月１６日まで行われました。

本会議では一般会計並びに４特別会計の補正予算、新年度からの役場における部課再編に伴

う部設置条例の一部改正、道路占有料条例や水路に関する条例の一部改正、総合計画の基本

構想の変更についてなど、計１５議案が審査され、全てが原案通りの採択となりました。
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高さ制限や駐車場の確保義務について
町では住宅地において建物の高さ制限や集合住宅における駐車場の

確保を定めています。高さ制限は住宅地における日照や景観など良好

な住宅環境を守るため、駐車場については駐車スペースの確保のため

に定められている物ですが、ライフスタイルの変化や実態などを考え

ると、新たな住民の方を多く受け入れ人口を増やすためには検討の余

地があります。そのため状況に応じた柔軟な対応を求めました。

小・中学校の今後について～寒川町公共施設再編計画改定案

今後見込まれる児童数の減少に伴い、小・中学校の再編を行う

こととなり検討が進められてきましたが、このたび、小学校は一

之宮小学校を南小学校の場所へ統合、中学校は寒川東中学校を寒

川中学校の場所へ統合する方針が町より発表となりました。町か

らは１月２４日までパブリックコメントの募集も行われます。


